
商品市況展望 平成 24 年 3 月 11 日記 

 

［ワシントン 9 日 ロイター］ 

 2 月の米雇用統計は、非農業部門雇用者数が前月比 22 万 7000 人増加し、予想の 21 万人増を

上回った。雇用者数の伸びが 3 カ月連続で 20 万人を上回るのは 2011 年初頭以来。 

労働参加率の上昇にもかかわらず、失業率は、前月から横ばいの 8.3％と 3 年ぶり低水準にと

どまり、予想とも一致した。 

一方、雇用の伸びが業種的な広がりには必ずしも結びついていない状況も浮き彫りとなった。 

 

［ニューヨーク 9 日 ロイター］ 9 日午前中盤のニューヨーク外国為替市場では、ドルが幅

広い通貨に対して上昇し、対円では約 11 カ月ぶりの高水準に達した。堅調な米雇用統計を受け

た。 

ロイターデータによると、ドル／円は一時、2011 年 4 月 27 日以来の高水準となる 82.49 円を

付けた。直近では 1％高の 82.42 円で取引されている。 

 

 注目の米雇用統計の発表後、また大幅に円安が進行している。当然の事ながら商品市場も、7

日まで大きく調整を入れていた貴金属・石油などを中心に急騰。東京市場の週明けは一段高必至

の状況である。 

 

 東京市場週末 9 日の商品市場は、一時は 1 万円台を回復した株式市場や、81 円台半ばになっ

た為替市場、原油・石油製品の新高値更新などの中で、各銘柄とも大きく上げて終了していたの

であるが、それがこの材料で更に舞い上がったわけである。 

 

 どちらかと言えば事前予想でも、今回の雇用統計が良好なものとなるのでは？と言われていた

わけだが、実際にそうなり、しかも商品価格が上昇したというのは、まさに結果論だ。 

 予想に反して悪いデータが出て急落したかもしれないわけだし、良いデータが出たとしても

｢材料織り込み済み｣で下落する場合だってあるわけで、こればっかりは何とも言えなかったわけ

である。 

 

 ともかく買い方にはツキがあった。売り方には運がなかったという事であろうし、理屈通りに

相場が動くのなら、頭の良い人から順番に大儲けするわけだろうが、世の中そんなもんじゃない。

そういうことだ。 

 

 さて本日は、東日本大震災発生からちょうど 1 年。テレビはすべてこの特集なわけであるが、

改めて死者のご冥福を祈ると共に、生きて相場を張れる喜びを感じたい。 

 

 

 



〔貴金属〕 
今週の金の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

3 月 5 日 \4,475 -34 \4,485 -34 

3 月 6 日 \4,458 -17 \4,467 -18 

3 月 7 日 \4,351 -107 \4,361 -106 

3 月 8 日 \4,422 71 \4,431 70 

3 月 9 日 \4,469 47 \4,479 48 

金相場は、先週号においては『指数調整の下げは完了した。今後、押し目買いか、戻り売りか

は為替相場次第であるが、ポジションはあまり多く持たずに、どっちが来ても良いように備えた

い』とコメントした。 

今週の相場展開は、7 日までは下落で、4,331 円まで、高値から 300 円以上の急落。しかし 8

日から一転して急反騰に転じた相場は、あっという間に 4,500 円台まで 200 円近い上昇を演じ

て終了である。 

なお良好な雇用統計からの円安/ドル高となった週末の夜間取引では、なお続伸して 4,550 円

台まで駆け上がっている。 

○東京金日足 

…削除済み… 

3,808 円（12/30）→4,654 円（2/27）まで 846 円幅の上昇を演じた相場は、4,331 円（3/7）

まで 323 円下げた後、あっという間に 200 円以上戻した。 

ちょっと早過ぎる展開であり、なかなかついて行くのが大変な相場である。 

 

最近の相場は、…中略… 

 

簡単に 300 円下げて 200 円上げたと言うが、1枚当たり 30 万円分、20 万円分の動きであるわ

けだ。全く派手な相場である。 

 

あくまで結果論であるが、相対力指数は 79 ポイント→50 ポイント割れまで出たのが、3/7 の

安値であった。 

しかも上げ幅に対する下げ幅は、ちょうど黄金比率であるフィボナッチ指数の 38.2％の下げ

率であり、戻っても不思議ではない値位置であった。 

 

当方としては、2番天井取りをした後、もう一度下げて底打ち。そこからが本格的な買い相場

の到来と見ているのだが、…中略… 

 

相場師の人生は、何と悩み多きものかと思うわけだが、悩みがあるのは生きている証拠。死ん

で仏になったら、悩みもあるまいよ。 

 



 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \3,970 4 月 26 日 \4,751 9 月 7 日 \3,807 
12 月 30

日 
\4,469 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 
12 月 30

日 
\4,470 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 
12 月 30

日 
\4,478 

2012 年 10 月 \4,229 
10 月 27

日 
\4,652 2 月 27日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,476 

2012 年 12 月 \4,037 
12 月 26

日 
\4,654 2 月 27日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,477 

2012 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27日 \4,331 3 月 7 日 \4,479 

  

○NY 金日足（3/8 現在） 

…削除済み… 

週末 3/9 の NY 市場は、前日比 12.8 ドル高の 1711.5 ドル。 

1792.7 ドル（2/28）→1663.4 ドル（3/6）まで 129.3 ドル下げた後、50 ドルほど戻してきた

わけだ。 

 

しかし問題はそれではない。…中略… 

 

CFTC発表の3/6現在のファンドのポジションは、前週比約2万9,900枚の減少で約13万 3,300

枚のロング。 

3 週ぶりの減少であり、…中略… 

 

また 3/9 現在の ETF 残高は、1648.63 トンと前週比 0.81 トンの増加。こちらはさらに増加で、

史上最高水準である。…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、本当の買い場は 2番天井を打って下落した場面だと考えているが、

調整安が出るためには円安が終了しないと無理である。どこで仮に一時的にでも、円高になるか

に注目である。 

 

 
今週のプラチナの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

3 月 5 日 \4,427 -54 \4,450 -53 

3 月 6 日 \4,350 -77 \4,372 -78 

3 月 7 日 \4,219 -131 \4,246 -126 

3 月 8 日 \4,302 83 \4,328 82 

3 月 9 日 \4,376 74 \4,394 66 

プラチナ相場は、先週号においては『金売り・プラチナ買いのポジションは利食いの時期であ

ろう。よってプラチナの買いも途転売り転換で、ストップロスを新高値更新に設定して、目先は

調整期待の売りであろうと読む』とコメントした。 

今週の相場展開は、W トップ形成のような格好で急落に転じた相場が、4,191 円（3/7）まで

340 円ほどの急落となったが、そこから今度は急反騰。あっという間に 4,438 円まで 250 円弱の

戻りとなった。 

更に米雇用統計からの円安を受けた夜間取引では、100円超の上げで4,500円に接近している。 



○東京プラチナ日 

…削除済み… 

3,376 円（12/30）→4,535 円（2/27）まで 1,159 円幅の上昇を演じた相場は、4,191 円（3/7）

まで 344 円の下落を演じたが、あっという間に｢ほぼ往って来い｣の戻りを演じている。 

 

うまい具合に売り推奨出来たと考えていたのが、何の事はない、元の木阿弥である。 

やはり為替の動きの影響は大きい。 

 

相対力指数は 80 ポイント→50 ポイントまでちょうど下げ、そこから反発したわけであり、…

中略… 

 

一代の動きは以下のとおり。 
東京プラチナ一代の動

き 
      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \4,826 4 月 26 日 \4,921 5 月 6 日 \3,363 
12 月 30

日 
\4,376 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8 月 23日 \3,370 
12 月 30

日 
\7,371 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 
12 月 30

日 
\4,373 

2012 年 10 月 \3,918 
10 月 27

日 
\4,518 2 月 27日 \3,375 

12 月 30

日 
\4,381 

2012 年 12 月 \3,605 
12 月 26

日 
\4,524 2 月 27日 \3,376 

12 月 30

日 
\4,388 

2012 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,535 2 月 27日 \4,191 3 月 7 日 \4,394 

 

○白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,394 円（プラチナ）－4,479 円（金）＝－85 円。 

 

－547 円（12/8）→－16 円（3/2）までサヤが詰まって来ていた相場は、今週は－123 円まで

一時広がり、また詰まりつつあるチャートである。適度な押し目を入れながら縮小してきた格好

は、ちょうど良い押し目を入れたとも言える。 

 

結論として当方の相場観は、7日までの下げで調整安は完了した。今は 2番天井を付けに行っ

ている相場であろうし、それを付けた後に、再び今回の様な調整安が到来するだろう。 

 

 

 



〔穀物〕 
今週のコーンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

3 月 5 日 \26,550 180 \24,400 -80 

3 月 6 日 \26,700 150 \24,350 -50 

3 月 7 日 \26,300 -400 \24,010 -340 

3 月 8 日 \26,320 20 \24,080 70 

3 月 9 日 \26,400 80 \24,210 130 

まずはコーンから… 

先週号においては『週明けの高値から打診売り。本格的な売りは天候相場が始まってからだろ

うが、今年のコーン相場に本格的な上昇相場は無いとの考えである』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明け 24,680 円（3/5）の高値を記録した後、7 日には一時 24,000 円割

れ。しかし週末にかけては、また戻して終了した。 

なお米雇用統計発表を受けた円安で、週明けは更に戻りそうだ。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

5 日は新高値更新であり、週明けからの打診売りは成功であったが、思ったほど下げずにすぐ

に戻した展開である。 

  

作付はまだまだこれからだが、今年は作付面積の増加と期末在庫の増加を予想されており、

コーン自体のファンダメンタルズに買い目は無い。しかし｢泣く子と地頭には勝てぬ｣ならぬ、為

替の円安には勝てぬわけで、東京コーン相場は簡単に下がらない。 

 

貴金属や石油と比較した場合、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 
東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 5 月 \27,970 4 月 18 日 \29,360 4 月 21日 \22,000 
11 月 28

日 
\26,400 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8 月 30日 \22,110 
12 月 15

日 
\26,400 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9 月 13日 \21,930 
11 月 28

日 
\26,590 

2012 年 11 月 \24,400 
10 月 17

日 
\24,750 

11 月 10

日 
\21,110 1 月 1 日 \24,180 

2013 年 1 月 \21,790 
12 月 16

日 
\24,350 3 月 5 日 \21,650 

12 月 16

日 
\23,930 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \24,680 3 月 5 日 \23,060 2 月 16 日 \24,210 

  

○シカゴコーン日足（3/8 現在） 

…削除済み… 

週末 3/9 のシカゴ市場は、5 月限で前日比 9.50 セント高の 645.00 セント。国内換算では 15

時半比 210 円高である。 

 

直近の高値は 665.25 セント（3/5）であり、そこから一度下落して、週末は戻した展開である。 

シカゴは特に強くもなく、弱くもなくの横ばいである。 

 

CFTC 発表の 3/6 現在のファンドのポジションは、…中略… 



  

結論として当方の相場観は、大きな下落のためには、円高が来る以外には難しそうであるが、

逆に上値もそんなに大きいとは思えない。戻り売り方針のまま、基本的には様子見であろう。 

 

 
今週の大豆の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

3 月 5 日 \36,100 200 \43,910 -160 

3 月 6 日 \36,510 410 \43,810 -100 

3 月 7 日 \36,200 -310 \43,190 -620 

3 月 8 日 \36,620 420 \43,840 650 

3 月 9 日 \37,480 860 \44,360 520 

続いて一般大豆です… 

先週号においては『週明けの高値からは打診売り。仮にまだ高い所があるにしても、このまま

一直線に上がるというのは無理だろう。調整局面期待の売り上がり方針である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けには 44,500 円（3/5）まで上昇した後、7日まで調整安。1,500 円

弱下げたものの、週末に掛けて切り返し、またも高値更新となった。 

なお夜間取引では、更に高値更新をしており、週明けの換算値も 400 円高となっている。大き

く進んだ円安の影響だ。 

○ 東京大豆日足 

…削除済み… 

売り仕掛け成功か！と思ったのもつかの間、相場はまた高値更新である。やはり円安には勝

てない。 

 

相対力指数は 82 ポイント辺りまで上昇した後、70 ポイントを一時割り込み、再び 74 ポイン

トへ上昇。逆行現象が出はじめており、次に 70 ポイント割れをすると大きく下がると思うのだ

が、やはりそれには円安が終了する必要があるだろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \50,170 4 月 18 日 \51,180 4 月 21日 \31,200 
12 月 16

日 
\37,480 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \49,910 9 月 5 日 \33,600 
12 月 16

日 
\37,870 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 
12 月 15

日 
\40,340 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \44,250 
10 月 17

日 
\36,410 

12 月 15

日 
\41,940 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \43,400 3 月 5 日 \36,830 
12 月 16

日 
\43,040 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \44,650 3 月 9 日 \41,050 2 月 16 日 \44,360 

 

○シカゴ大豆日足（3/8 現在） 

…削除済み… 

週末 3/9 のシカゴ市場は、5 月限で 0.75 セント安の 1337.75 セント。円安でもあるため、東

京市場 15 時半比では 400 円高である。 

 

シカゴも相対力指数は 70 ポイント以上での推移。…中略… 



 

であれば、他の銘柄を買って、大豆はヘッジで売るというのも一計であり、今年の穀物相場は

そういう位置にあるものと想定している。 

 

CFTC 発表の 3/5 現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、円安で一段高になっている相場であるが、そんなに大きな上値は

無いとの判断である。本格的な売りには時期尚早だろうが、基本的には戻り売り方針での対処が

良しとの判断である。 

 

 

 



〔ゴム〕 
今週のゴムの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

3 月 5 日 320.0 -4.5 338.4 -3.5 

3 月 6 日 316.0 -4.0 332.6 -5.8 

3 月 7 日 310.2 -5.8 324.5 -8.1 

3 月 8 日 313.7 3.5 327.4 2.9 

3 月 9 日 319.2 5.5 335.4 8.0 

先週号においては『チャートではまだ下がらぬ姿である。しかし急伸した場合はまた押しそう

で、しばらくは方向感を探る動きとなるだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けから 3日連続陰線で大きく下げた相場が 320.4 円（3/7）まで下落。

高値からは 24 円の下げとなったわけだが、週末に掛けてはまた大きく戻して終了。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

年明けの 258.7 円（1/5）→344.4 円（2/24）までの上昇幅は、85.7 円。そこから 24 円押し

たが、崩れきれずに戻したのが今の動きだ。 

 

ゴムの需要の多くは自動車用タイヤ需要なのであるが、それが世界的に売れているのかどうか

には疑問もあるものの、競合商品である合成ゴム価格が原油相場の高騰で上がり続けている情勢

である事だけは間違いない。よって天然ゴムも簡単に下がらない情勢になっているわけで、原油

が下がらないのでは、ゴム価格も大きくは下げないのであろう。 

 

元々の上昇のきっかけとなったタイの市場介入は未だ見られず。価格はすでに目標とする 120

バーツからかけ離れているわけではないので、夏場の幽霊みたいなものか。出そうで出ない…

という事だ。 

 

相対力指数はちょうど 50 ポイントまで下げての反騰で、押し目買いのトレンドとしては理想

的な姿。まだ強保合いの相場は続くだろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 318.7 9 月 27 日 327.9 
10 月 17

日 
247.5  

11 月 11

日 
319.2  

2012 年 4 月 292.5 
10 月 26

日 
330.6 2 月 27日 248.6  

11 月 11

日 
320.0  

2012 年 5 月 266.0 
11 月 25

日 
335.0 2 月 27日 256.9  1 月 5 日 323.4  

2012 年 6 月 279.6 
12 月 22

日 
339.5 2 月 27日 258.7  1 月 5 日 328.0  

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2 月 27日 307.5  1 月 31 日 331.9  

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27日 339.6  2 月 24 日 335.4  

 

当先のサヤは、3月限319.2円～8月限335.4円と16.2円の順ザヤ。順ザヤ幅は若干縮小した。 

  

週末現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は、2/10 現在で 223 トン減の 14,011 トン。2旬連続の減少である。 

 



上海ゴム在庫は、…中略… 

 

上海ゴム価格は、週前半は大きく下げ、週末は急反騰。東京市場と全く同じ姿である。 

 

 結論として当方の相場観は、20 円幅程度の逆張りの中で、どちらかと言えば押し目買いに有

利な展開で進む相場であろう。突っ込みを買って、吹き値では利食いがベターであろうと見る。 

 

 

 



〔石油製品〕 
今週の原油の値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

3 月 5 日 \62,140 -660 \59,720 -650 

3 月 6 日 \62,350 210 \59,970 250 

3 月 7 日 \61,580 -770 \58,970 -1000 

3 月 8 日 \62,780 1200 \60,500 1530 

3 月 9 日 \63,580 800 \61,370 870 

まずは原油から… 

先週号においては『3,000 円近い調整安が来たが、あっという間に戻した。しかしもう一度調

整は来ると見て、慎重な押し目買いを狙うのがベターであろう。大相場であるゆえ、動きは激し

いはずで、簡単に 2,000 円、3,000 円はぶれる相場であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NY 原油は 110.55 ドル（3/1）から調整安となったものの、大きくは下げ

ず。週末 9日も 107 ドル台での終了と堅調な展開。 

 

東京原油は、6万円を挟んだもみ合いの展開に移っていたが、週末にはまた大きく買われて全

限一代高値の更新。その後の円安の進んだ夜間取引では、なお高値更新をしている。 

 

○ NY 原油日足（3/8 現在） 

…削除済み… 

週末 3/9 の NY 市場は、前日比 0.82 ドル高の 107.40 ドルで終了。NY 原油はまだ高値更新を果

たしているわけではないが、国内換算では円安もあり、15 時半比 650 円高である。 

 

他油種も高く、ロンドンブレントは 126 ドル辺り、ドバイ原油は 125 ドル辺りまで上昇して

いる。 

異常な相対力指数は…中略… 

 

ゴールドマン・サックスは、ブレントで夏場には 140 ドル目標とぶち上げているわけで、そ

れが現実化するかどうかは神のみぞ知る話だが、中東の地政学的リスクがある中では、容易に売

れない相場である事は事実だ。 

 

なお 3/6 現在のファンドのポジションは、…中略… 

    

○東京原油日足（週末は昼過ぎまでの価格です） 

…削除済み… 

先週に 3,000 円近い調整が来た相場は、今週ももう一度大きな調整を期待していたわけだが、

大きく下げたのは 7日だけ。 

指数調整も 60 ポイントまでで止まり、あっという間に切り返して高値更新である。NY 原油以

上に強い姿だが、上げ要因が円安という国内市場独自のものがあるのだから、これもまたしょう

がない話。 

 

今後、本格的な押しがあるかどうかは、やはり為替次第ということになるだろうが、仮に大き

く下げたとしても、それは絶好の買い場の提供となるのだろう。 

 



 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 \45,770 10 月 3 日 \63,650 3 月 9 日 \44,390 10 月 5 日 \63,580 

2012 年 4 月 \50,630 11 月 1 日 \63,200 3 月 9 日 \48,130 
12 月 19

日 
\62,940 

2012 年 5 月 \51,720 12 月 1 日 \62,710 3 月 9 日 \47,910 
12 月 19

日 
\92,450 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \62,280 3 月 9 日 \51,100 1 月 4 日 \92,020 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \61,940 3 月 9 日 \51,040 2 月 3 日 \92,680 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \61,650 3 月 9 日 \58,740 3 月 2 日 \61,370 

  

結論として当方の相場観は、押し目買い方針継続の相場であろう。急落は一時的な円高到来（あ

るかどうかは判らぬが）以外にはなさそうであり、1,000 円程度の押しは買い場の提供であろう。 

 

 
今週のガソリンの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

3 月 5 日 \77,010 -610 \73,670 -690 

3 月 6 日 \77,110 100 \73,750 80 

3 月 7 日 \76,210 -900 \72,700 -1050 

3 月 8 日 \77,740 1530 \74,370 1670 

3 月 9 日 \78,950 1210 \75,380 1010 

続いてガソリンです…先週号においては『もう一度 3,000 円程度の押しは出てもおかしくない

し、出た方が相場としては判りやすい。しかし大勢では買いのままであろうし、春〜夏場に掛け

ての大相場は継続するだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けまで戻ったのちにまた下落し、7 日には 71,800 円まで下落。しか

しそこから急激に反発に転じた相場は、週末には再び新高値更新。夜間取引ではなお続伸し、

76,000 円台まで上昇している。（2番限は 8万円台乗せである） 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

7 日までにもう一度の大きな下げが到来し、その後に新高値更新となった相場である。 

 

今週の上昇の主因は円安であり、原油価格が高止まりする中での円安は、東京市場の一段高を

誘発するには十分な材料であった。 

為替の円安が一段と進むのなら更に急騰するのだろうし、逆に円高に向いたら一時的には急落

するのは必至だが、いずれにしたって原油価格が 140 ドル目標と言われる中では、売りでは取り

づらい相場である事は事実だ。 

 



 一代の推移は、以下のとおり。 
東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \58,900 9 月 26 日 \79,110 3 月 9 日 \57,260 10 月 5 日 \78,950 

2012 年 5 月 \62,380 
10 月 26

日 
\79,330 3 月 9 日 \59,350 

11 月 22

日 
\79,060 

2012 年 6 月 \61,020 
11 月 28

日 
\78,770 3 月 9 日 \60,510 

12 月 19

日 
\78,530 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\77,610 3 月 9 日 \62,500 

12 月 30

日 
\77,300 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \76,650 3 月 9 日 \64,920 2 月 3 日 \76,290 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \75,720 3 月 9 日 \71,700 3 月 1 日 \75,380 

 またも全限一代高値の更新である。 

 

3/9 現在の業者間転売価格は、…中略… 

  

3/3 現在のガソリン在庫は、…中略… 

この状況で春の定修入りとなれば、需給逼迫を騒がれる可能性もあるだろう。 

  

 結論として当方の相場観は、指数調整を完了して、また上がり始めた相場である。ガソリン在

庫も急減の中では、更に大きく舞い上がる可能性の方が高く、急落の危険性は小さいだろう。押

し目買い継続の相場であろう。 

 

 
今週の灯油の値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

3 月 5 日 \71,810 -840 \71,620 -670 

3 月 6 日 \71,680 -130 \71,710 90 

3 月 7 日 \70,580 -1100 \70,840 -870 

3 月 8 日 \72,050 1470 \72,350 1510 

3 月 9 日 \73,430 1380 \73,310 960 

最後に灯油です…先週号においては『指数調整の下げは出たが、まだ若干足りない印象だ。今

後は乱高下しながら値固めし、その後にまた上昇トレンドに入るのではないかと予測する』とコ

メントした。 

今週の相場展開は、再度の調整が 7日までは出たものの、その後は急反騰。週末は新高値更新

であり、その後の夜間取引では一段高の 74,000 円台乗せである。 

○東京灯油日足 

…削除済み… 

2 月だけでも 1万 1,000 円駆け上がった相場は、指数調整の下落の後に、またも新高値更新と

なって来たわけだ。 

 

｢もうちょっと調整が欲しいところ｣ではあったものの、今週の上げが為替要因から来たのでは

どうにもならぬ。仮に円高到来となれば本格的に押すのだろうが、そうであってもなくても買い

相場なのだから、贅沢を言っても仕方のない事だろう。 

 



 なお一代の推移は、以下のとおり。 
東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \59,490 9 月 26 日 \73,870 2 月 27日 \57,250 10 月 5 日 \73,430 

2012 年 5 月 \61,740 
10 月 26

日 
\73,000 2 月 27日 \59,010 

12 月 19

日 
\72,600 

2012 年 6 月 \62,400 
11 月 28

日 
\72,760 2 月 27日 \58,700 

12 月 19

日 
\72,460 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\72,760 3 月 9 日 \50,660 

12 月 30

日 
\72,540 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \73,090 3 月 9 日 \61,870 2 月 3 日 \72,790 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \73,670 3 月 9 日 \70,040 3 月 1 日 \73,310 

  

3/9 現在の業者間転売価格は、…中略… 

 

3/3 現在の灯油在庫は、…中略… 

関連商品であるジェット燃料は昨年同期に比べて 22.8 万 kl も少なく、A 重油も 9.2 万 kl 少

ないなど、石油製品の在庫はどれもきつい。 

  

 結論として当方の相場観は、指数調整の下げは完了し、またも上値追いの相場となって来た。

この展開は容易に崩れるとは思えず、押し目買いの展開は続くだろう。今の石油相場は、大相場

なのである。 

  

  

  



〔為替〕 

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

81.67 円（2/27）は陰線引けだったが、その前日には相対力指数 80 ポイントオーバーの数値

を記録。そこから一度円高調整して 70 ポイント→76 ポイントへ。円安更新してまた押して 65

ポイント、そして週末の NY 市場では 82 円台半ばまで円安進行で、おそらく指数は 70 ポイン

トオーバーだ。 

これは三段逆行である。 

 

そんなに自信があるわけではないが、火曜日には円安から円高へ反転するのではあるまいか？ 

そうなると商品市場も調整するのだが、火曜も円安のままなら、逆行解消〜順行まで円安が進

むだろう。おそらくそれは、85 円辺りまで進むと思われる。 

 

どっちにしろ、火曜の動きを見て判断したい。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

82 円台半ばまで円安が進んだ NY 市場の週末では、108.13 円での終了である。つまり対ユー

ロでの円安にはなっていないわけである。 

とは言っても、3/6 の 105 円台からは円安であり、110 円までの円安はチャート判断であって

も不思議ではない姿だ。 

 

○ ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

ユーロ/ドルは、調整が一目均衡表で支えられてから、再びドル安へと若干向いた格好である。 

普通なら、これでドル建て商品もまた上昇トレンドに入る。 

 

〇日経 225 日足（3/8 現在） 

…削除済み… 

 3/9 には一時 1 万円を回復。チャートでは 10 月末の高値を突破して青天井になり、相対力指

数は 70 ポイントに乗せてから 80 ポイント超えまでの上昇が大きかった事がひと目でわかる。 

 原油や貴金属のチャートと全く同じであり、チャートは銘柄を選ばないという事だ。 

 

 

このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

ひげの中ちゃん相場情報 

中田幸一郎 

メールアドレス info@higenaka.com 


